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 各枠組みでは見える化していることが前提条件に。

SBT認定取得の必須要件・CDP質問書の評価向上

メリット
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 見える化せずに脱炭素の取組みを進めるのはもったいない！せっかくの取組み効果を定量化しPRへ。

事業者様向け

 Scope1,2とScope3とは

脱炭素の第一歩となるScope1,2やScope3について
研修会などの導入から算定代行までニーズに応じてご支援！

各枠組み・取引先アンケートなどの開示要請の対応

メリット
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 大手企業へのScope1,2,3開示義務化などを背景に、取引先からのアンケートも増加。

出典：環境省・経済産業省・農林水産省 グリーン・バリューチェーンプラットフォームより加工

脱炭素の取組み効果の定量化によるPR

 “自社”の排出量
 算定難易度は易しめ

 “自社以外”の排出量
 算定難易度は難しめ

Scope1,2

Scope3



082-242-0294ckt-cn@tec.gr.energia.co.jp

中電環境テクノス株式会社 カーボンニュートラルGr問合せ先

メール 電話

ほかニーズに応じて柔軟に対応！

取組みイメージ

サービス一覧

算定方法から取り巻く規制動向
まで“対面“にてご解説！

研修会

データ収集ツールの提供や同業他社・
事業所別の傾向分析をお手伝い！

データ収集・結果分析

製造業の例

: Scope1,2

: Scope1,2,3

5万円～

15万円～

5万円～

15万円～

アドバイザリー

算定結果のレビューや算定方法の
ご提案などQ&A方式でサポート！

算定代行

10万円～

30万円～

20万円～

40万円～

ノウハウ解説と算定ツールの活用により
お客様での継続算定をバックアップ！

カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3
カテゴリ4 カテゴリ5 カテゴリ6
カテゴリ7 カテゴリ8 カテゴリ9
カテゴリ10 カテゴリ11 カテゴリ12
カテゴリ13 カテゴリ14 カテゴリ15

“どの拠点が多いか”、“燃料と電気
のどちらが多いか”などを定量化！

A拠点 B拠点

Scope1,2,3排出量

Scope1,2排出量

100
tCO2

10
tCO2

10,000
tCO2

SBT認定

ロードマップ
活用

抽出

PRや削減施策の検討
に活用

：Scope2(電気等)：Scope1(燃料等)


